
平成 29 年度生徒指導集中対策指定校及び生徒指導実践指定校「特別活動の取組事例」 

学校名 廿日市市立宮内小学校 校 長 佐々木 泰治 生徒指導主事 和田 清穂 
 
 

取 組 事 例 名 『子どもたちの笑顔を守る～学校を休まない子～』 

取 組 の ね ら い『キーワード 学校を休まない子』 

子どもの自己有用感を高めることで，いじめ等の問題行動の未然防止を図り，学ぶ意欲を高める。 

身に付させたい資質・能力 

自己肯定感，自己有用感，協調性 

取組の具体的内容『キーワード 子どもからの発信』 

・運営委員会の児童を中心にいじめ防止のスローガンを考え， 

命の大切さについて考える日に「ふわふわ言葉をたくさん 

使おう」と全校児童に呼びかけを行った。その際に運営委 

員会の児童自らが考えたふわふわ言葉を伝え，どのような 

言葉を使うと気持ちが温かくなるかを全校児童に考えさせ 

た。 

・いじめ防止のスローガンを職員室前に掲示し，年間を通じ 

 て取組を行っていくということ，いつでもどこでも取り組んでいくということを全校に発信していっ

た。 

取組の課題・創意工夫『キーワード 子ども同士でつながる』 

・いじめ防止のスローガン発表の後，運営委員会児童 

 が各学級に「一人一人がふわふわ言葉を考え，使っ 

 てていこう」と呼びかけ，全校児童一人一人がふわ 

 ふわ言葉を考える取組を行い，各学級に掲示し，相 

 手が気持ちよくなる言葉を意識させるようにした。 

・いじめ防止対策推進月間には，運営委員会の児童が 

 いじめ防止のスローガンを各学級で考え，取り組ん 

でいくよう呼びかけた。 

・命について考える授業を行い，命の大切さについて一人一人に考えさせた後，学級全体での意見交流 

 を行った。 

・「ふわふわ言葉」と「ちくちく言葉」について児童に考えさせ，どのような言葉を言われたらうれしい

か，また，具体的な場面を想定し，どのような時にどのような言葉を使っていったらよいのか考えさ

せ，児童同士で話し合った。 

・いいところ見つけ週間を月末に設定し，児童同士がお互いにいいところを見つけ，伝え合い続けた。 

・ほめほめの木を設置し，児童のいいところ，役に立ったところ等を書いて掲示する取組を行った。こ

の取組を通じ，自分や友達のいいところを実感させることで，自己有用感を育ませていくようにした。 

・月間，年間で皆勤賞を発行し，児童が学校に休まず通い続けることの励みにした。保護者からも「皆
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・児童のアイディアを活かしたつながりの場の設定について，今後，検討していく必要がある。 

・児童に考えさせたり，話し合わせたりしたことを継続して取り組んでいくという意識を持たせる。 

取組の成果（効果）『キーワード 全校で取組む』 

・自己有用感を高め，いじめ等の問題行動の未然防止を図る取組等を行い，その内容を児童に発信して

いくことで，どの学級でも同じことを行っていることが児童にも伝わり，全校で取組んでいるという

一体感を持たせることができた。 

・学校評価の目標として，学校を１年間休まない児童の割合を３５％以上に掲げている。昨年度は３０％ 

の児童が学校を１年間休まなかった。今年度は，１２月末で４４％の児童が１日も学校を休んでいな

い。 

今 後 の 展 開『キーワード つながり』 

・年間を通じて自己有用感を高め，いじめ等の問題行動の未然防止を図る取組を行っていたが，取組内

容，取組回数等の充実を図っていく必要がある。 

・児童同士がつながっていく取組を学級だけでなく，各委員会活動にも広げていきたい。また，運営委

員会児童が中心となり，これまでの取組を自分たちがつなげていかなければならないという意識の高

揚を図っていきたい。 

他校へのアドバイス『キーワード 安心，安全な学校づくり』 

 「学校を休まない子」を育てるためには，安心，安全に通える学校づくりが欠かせないと考え，いじ

め防止の取組，皆勤賞の発行，ほめほめの木の設置，いいところ見つけ週間の設定等，年間を通じた取

組を行った。これらの取組を通して，児童間，教職員間で共通意識を持つことにつながった。めざす児

童像からどのような取組を行うかを考えることが大切だと感じた。 

 


